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【世帯数】    821世帯 

【人 口】 男  927人 

女  986人 

 合計 1,913人 

 （令和４年５月３１日現在） 
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東
陽
支
所
玄
関
横
で
咲
い
て
い
ま
す
♪ 

 
 

 
 

 
 

～
市
民
の
花

「

 

ヤ
ツ
シ
ロ
ソ
ウ
」
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 ➀ 

い
の
ち
を
ま
も
る

・
ル
ー
ル
を
ま
も
る 

 
 

～
東
陽
小
学
校
交
通
安
全
教
室
～ 

６
月
12

日
、
第

１７

回
八

代
市
民
体
育
祭
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
大
会
が
鏡
体
育

館
で
行
わ
れ
、
東
陽
校

区
が
見
事
優
勝
し
２
連

覇
を
達
成
し
ま
し
た
。 

 

今

大

会

に

は
、
代

陽
、
松

高
、
千

丁
、
東

陽
校
区
の
４
チ
ー
ム
が

出
場
。
東
陽
校
区
の
み

男
女
混
合
で
の
チ
ー
ム

編
成
で
し
た
が
、
前
半

を

女

子
主

体

の
メ

ン

バ
ー
構
成
、
後
半
を
男
子
チ
ー
ム
で
戦
う
と
い

う
監
督
の
采
配
が
功
を
奏
し
ま
し
た
。 

 

初
戦
の
千
丁
校
区
と
の
試
合
は
、
先
制
点
を

奪
う
も
2

点
差
を
追
う
展
開
と
な
り
ま
し
た

が
、
終
盤
に
キ
ー
パ
ー
の
ナ
イ
ス
セ
ー
ブ
か
ら

の
速
攻
を
決
め
る
と
勢
い
そ
の
ま
ま
に
、
19

対

17

の
僅
差
で
勝
利
し
ま
し
た
。 

 

松
高
校
区
と
の
決
勝
戦
は
、
男
子
用
の
ボ
ー

ル
に
慣
れ
て
き
た
女
子
選
手
が
シ
ュ
ー
ト
を
決

め
る
と
、
男
子
も
早
い
パ
ス
回
し
か
ら
の
コ
ン

ビ
プ
レ
ー
で
相
手
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
崩
し
、
24

対
14

で
勝
利
し
ま
し
た
。 

 

試
合
終
了
後
に
は
、
男
女
と
も
東
陽
校
区
の

選
手
に
県
民
体
育
祭
の
選
抜
メ
ン
バ
ー
招
集
が

あ
り
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
２
連
覇
達
成 
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民
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育
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ン
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ボ
ー
ル
大
会
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日
本
遺
産
認
定
記
念
連
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～
東
陽
町
日
本
遺
産
め
ぐ
り
（12
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今
年
２
０
２
２

年
は
名
工 

橋
本

勘
五
郎
が
生
ま

れ
て
か
ら
ち
ょ

う
ど
２
０
０
周

年
の
年
で
す
。 

 

 

勘
五
郎
は
種

山
石
工
の
祖
と

伝
わ
る
林
七
の

孫
と
し
て
文
政
5

（
１
８
２
２
）
年
６
月
14

日
に
種
山
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
は
旧
暦

な
の
で
西
暦
で
い
う
と
７
月
31

日
の
生
ま
れ

で
す
。
勘
五
郎
の
名
が
最
初
に
出
る
の
は
１

８
４
９
年
の
御
船
川
橋
の
架
設
碑
で
兄
二
人

と
共
に
名
が
出
て
い
ま
す
。
兄
の
宇
助

・
宇

市
も
石
工
と
し
て
有
名
で
す
が
、
勘
五
郎
は

通
潤
橋
な
ど
多
く
の
め
が
ね
橋
を
架
け
、
現

存
す
る
最
も
多
く
の
め
が
ね
橋
を
架
け
て
い

ま
す
。
東
陽
地
区
で
は
大
久
保
自
然
石
橋
を

造
り
、
若
宮
神
社
の
捻
り
灯
篭
も
勘
五
郎
の

作
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
が
終
わ
り
、
明
治
に
な
る
と
明

治
政
府
に
招
か
れ
東
京
の
万
世
橋
な
ど
を
架

設
、
帰
郷
後
も
多
く
の
め
が
ね
橋
を
架
け
、

70

歳
を
過
ぎ
て
も
種
山
の
石
工
た
ち
と
共
に

福
岡
県
八
女
市
の
洗
玉
橋
を
架
け
る
な
ど
晩

年
ま
で
立
派
な
め
が
ね
橋
を
架
け
続
け
ま
し

た
。 

 

ぶ た は しゃ べる 

ベ
ル 

 

車
体 

ハ
ン
ド
ル 

タ
イ
ヤ 

ブ
レ
ー
キ 

自転車の点検は 

 

5

月
27

日

（ 

金
）
東
陽
小
学
校
で
交
通
安

全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

交
通
安
全
協
会
の
指
導
員
に
よ
る
講
話
や
事

故
発
生
状
況
の
再
現
、
校
庭
で
の
実
技
訓
練
に

よ
り
、
1

・
2
年
生
は
正
し
い
歩
道
の
歩
き

方
、
3

～
6

年
生
は
自

転
車
の
安
全
な
乗
り
方
に

つ
い
て
学
び
、

一
人
ひ
と

り
が
日
頃
か
ら
交
通
ル
ー

ル
ー
や
マ
ナ
ー
を
守
る
こ

と
の
大
切
さ
を
再
確
認
し

ま
し
た
。 

 

 

ヤ
ツ
シ
ロ
ソ
ウ
は
八
代
市
で
発
見
さ
れ
た
こ

と
か
ら
そ
の
名
が
付
い
た
と
言
わ
れ
、
市
民
の

花
に
制
定
さ
れ
て
お
り
、
県
の
希
少
野
生
動
植

物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
、
大
変
希
少
な
草
花

で
す
。 

 

東
陽
支
所
へ
お
越
し
の
際

は
、
気
品
を
た
た
え
た
ヤ
ツ

シ
ロ
ソ
ウ
の
魅
力
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。 

 



７月１１日（月）納期限のもの 

◆農業集落排水使用料     ６月（５月使用分） 

◆浄 化 槽 使 用 料     ６月（５月使用分） 

８月１日（月）納期限のもの 

◆固 定 資 産 税    ２期 

◆国民健康保険税    ４期 

◆介 護 保 険 料    ４期 

◆後期高齢者医療保険料 １期 

◆簡易水道使用料          ７月（６月使用分） 

※口座振替をご利用の方は、事前に口座の残高  

 をお確かめください。 

※納付が遅れる場合は、必ず地域振興課までご 

 連絡、ご相談ください。 

【問合せ先】  

 地域振興課市民サービス係 65-2111 

■市税等の納期について 

 

■令和４年度 経営所得安定対策（転作） 

   現地確認のお知らせ 

市内の空き家情報を登録・紹介（マッチング）

することで、空き家の賃貸や売買による有効活

用を支援する事業です。 

★空き家バンク活用促進事業（最大50万円） 

 空き家バンクに登録した物件に対して、賃 

貸や売買が成立した場合は、下記の補助金が 

受けられます。 

  ・不要物の撤去 1/2 上限5万円 

  ・改修工事等  1/2 上限40万円 

  ・引っ越し費用 1/2 上限5万円  

＊事業の詳細は、八代市ホームページ「移住・ 

 定住情報サイト」⇒「空き家バンク」をご覧 

 ください。 

＊空き家バンクに登録せずに賃貸や売買をした  

 物件は対象外となります。 

【問合せ先】住宅課     33-4122 

      建設地域事務所 65-2115 

■「空き家バンク」制度のお知らせ 

 下記の日程で現地確認を行います。 

 農家の皆様のご協力をお願いします。 

  河俣地区  ７月２６日（火）８：００ 

  北・南地区 ７月２７日（水）８：００ 

  小浦地区  ７月２８日（木）８：００ 

※立札は７月中旬に交付対象者にお送りします。  

 【問合せ先】  

  農林水産地域事務所  65-2114              

     【投 票 日】 

   日にち：７月１０日（日） 

   時 間：午前７時～午後６時            

※「投票案内ハガキ」に記載された投票所・投   

 票時間をご確認の上、投票に行きましょう。 

※ハガキを紛失されても、投票所で本人確認がで 

 きれば投票できます。 

※投票日に外出などの予定があり、投票に行くこ 

 とができない人は、期日前投票をご利用くださ 

 い。 

   【期日前投票（東陽支所）】 

     期 間：７月２日（土）～７月９日（土） 

   時 間：午前８時３０分～午後５時 

   場 所：東陽支所 １階 小会議室 

※宣誓書の提出が必要です。宣誓書は送付され       

 る「投票案内ハガキ」に添付してあります。 

 各投票所にも設置し、市のホームぺージにも掲 

 載しています。 

【問合せ先】 

  地域振興課総務振興係 65-2111 

晩白柚 

めいすいくん  

■第26回参議院議員通常選挙 

 投票日及び期日前投票のお知らせ 

■令和４年度  

  東陽ブランド化推進協議会事業のご紹介 

 東陽ブランド化推進協議会は、国の山村活性

化支援交付金を使用して、山村の地域資源を活

用し所得・雇用の増大を図る取り組みを行って

います。 

 今年度は次の３つの事業を行います。 

  ①山菜、ハーブ等 生産・商品開発 

  ②ジビエ流通・商品開発 

  ③観光・農村交流事業 

【問合せ先】  

 農林水産地域事務所  65-2114 


